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放電及び磁場による極超音速流れ制御効果に関する研究 
渡邉保真（東大工学系），鈴木宏二郎（東大新領域） 

実験期間：平成２７年８月３日から８月７日 

 

次世代型極超音速機の空力制御方式として直流放電プラズマを用いる方法を提案し、その有効性について極超音

速風洞実験により調査した。 
放電による気流制御は、従来型の舵面を用いた空力制御に比べ極めて高速に作動可能であることから、超高速で

飛行する極超音速機の安全性向上に寄与できると期待されている。ここでは図に示すようなスペースプレーンのボ

ディーフラップを模擬した模型を用い、その前方で放電を行うことによりフラップに掛かるピッチングモーメント

を計測した。実験の結果、極めて短時間にフラップが発生するピッチングモーメントの値を 2割程度制御できるこ
とが判明した。 

 
 

 
図：放電空力制御によるﾋﾟｯﾁﾝｸﾞﾓｰﾒﾝﾄ計測実験 
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